平成25年度第2回宗像市介護保険運営協議会　議事録
期　日：平成26年3月27日（木）

時　間：14：00～15：30
会　場：宗像市役所　202会議室

【出席者】

（委員）

岡山委員、大倉委員、小山田委員、折田委員、権田委員、坂元委員、早川委員、中村委員、平子委員、（欠席：麻生委員、江頭委員、渋谷委員、西﨑委員、飛鷹委員、山根委員）
（事務局）

石松健康福祉部長、中村介護保険課長、瀧口高齢者支援課長、柚木保健福祉政策課長、篠原健康づくり課長、橘高齢者支援課参事、嶋田介護保険係長、安川主任主事

１．開会

【事務局】

それでは、出席予定委員全員ではございませんが、委員15人のうちですねただいまの出席者数8人でございますので過半数を超えていますので開催したいと思います。
ちょっと開催の前にあと何点か、お配りしました委員構成表の下から2行目、飛鷹修委員の件ですが、右側の欄に書いておりますように、25年12月1日から就任いただいております。これは、役職が民生委員児童委員協議会の会長さんでいらっしゃいます。これが12月1日で改選で、新たに12月1日付けで就任されましたので、委員も交代となっております。ただ、本日は飛鷹委員、欠席となっております。
それから、欠席されておりますのが上から、麻生委員、江頭委員、渋谷委員、西崎委員、山根会長です。

大変お忙しい中、介護保険運営協議会にご出席いただきまして誠にありがとうございます。私事務局の介護保険課長中村でございます。今日の会議にあたりまして議事録署名をしていただきます。名簿順で行きまして今回は権田委員にお願いしたいと思います。議事録ができましたら署名をお願いします。進行につきましては山根会長がご欠席ですので、岡山副会長にお願いしたいと思います。それでは、よろしくお願いします。
２．会長あいさつ

　みなさんこんにちは。年度末の非常に公私共にご多用の中、本運営協議会にご出席いただきましてありがとうございます。今事務局の方からお話がございましたように、山根会長が今日欠席ということでございますので、会の運営規定に則りまして副会長の私が本日の議事進行を務めさせていただきたいと思います。どうかよろしくお願申し上げます。
３．議題

（１）審議事項
それでは、早速議題に入ります。本日の審議事項はお手元の資料1、資料2、資料3の3事項でございます。

○高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について
それでは資料1の高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について事務局から説明をお願いいたします。

　　　
《事務局説明》
【副会長】

　それでは、資料1に基づきまして、高齢保健福祉計画・介護保険事業計画について説明がございました。何かご質問がございましたらお願いしたいと思いますが。
【副会長】
　じゃ、ちょっとだけ私からいいですかね。〔はい〕
　今、課長からのお話がありましたように国が2月25日だったですかね、全国の介護保険課と高齢者支援関係の担当課長、その前に担当部局長会議があってますけれども、それらを集めて今回の27年度からの法改正、それを予算に絡めて国が説明しているわけですね。それは、下りてきておりますか。中身はいいです。下りてきておるんですね。そうすると、当然何が変わるというのも十分分かっておるわけですね。そうするとそれも踏まえて、今度の新しい第6期の計画は策定するということですね。
【事務局】

　そのとおりでございます。ただ、実際の議論は、26年度の国会の中で色々と決められてる分があるでしょうし、これから法律的な部分が確定しましても、指針だとか方針だとか、この部分はですね、今後政令とか省令、この辺で明らかになってくるものではないかなというふうに思っております。ですからそういうところと情報を十分取りながら、事業計画に反映させるということになろうかと思います。
【副会長】

　まだ法律自体が審議に入っておるわけではないからですね。部分的には話があっておりますけどね、まそういった中で最終的にはどう決まるのかというのがありますけども、やはり情報を正確にキャッチして、ということになりますかね。よろしくお願いします。　
　他になにか　ございませんか。
　○計画策定に向けた実態調査等について

　無ければ、次の計画策定に向けた実態調査等について、ご説明をお願いします。
《事務局説明》
【副会長】

　ありがとうございました。それでは、資料2に基づきまして説明がありましたけれども、何か委員のみなさま方からこの計画策定に向けた実態調査等についてご意見あるいはお尋ね等がございましたらよろしくお願いいたします。
　いきなり言われて、なかなか意見出してっていわれても無理があると思うんで、また何かありましたらお願いいたします。
【委員】

　先ほど部長には渡しましたが、ADLの日常生活活動テストというのが、文科省で作っておりますんで、それを参考にしていただいて、少し加える部分として入れていただくと、度合いがどうなのかというチェックの仕様ができると思いますけれども。それを是非、検討してみてください。
【事務局】
　日常生活圏域ニーズ調査、国の雛形と申しましたが、この中には生活機能判定が入ってます。
【委員】

　入ってるところもありますけども、例えば入ってないものもありますから、そういうのを組み込んでいただくと、その人の状況が今どういう状況にあるか、寝たきり近くになっているのか寝たきりに近くなっていないのかというチェックもできますので、そういう面でのチェックができる健康調査ですから、それを入れてこの項目を皆さんも逆に確認してくださいよというのが、調査するだけでなくて、受けた本人が自覚をしてもらわないと意味無い訳ですから、その現状を踏まえた調査になってほしいと思います。
【事務局】

　国の様式どおりでやることは考えてなくてですね、やはりお答えいただくのは高齢者の皆様ですので、回答しやすいような様式に改編しまして調査票を作成してまいりたいと思います。今中村委員がおっしゃいました要素も、おそらくは国の言い方ですと組み込んでいるというような説明はされているんですが。
【委員】
　それはでも厚生労働省でしょ。
【事務局】 
　文科省で作られているんですよね？
【委員】
　文科省で作ってる。だから先ほどちょっと話しました、例えばあのあなたはどのくらいの溝を跳び越えられますか、というような調査。実際にそういう調査をやってる。それから布団の上げ下げができますかとか。ただ日常生活の具体的な話として、話を入れるような内容の方も入れたらどうですか、ということです。資料はお渡ししてありますから、あとで見ていただいて参考になる部分、重なった部分もあります。ですからそれはそれで、見ていただいたらいいと思います。それでだいたい、点数ごとに評価されて、普通の人だったら男性だったら何歳に該当しますよとか、分かるような話になってるんです。

【事務局】
　調査の趣旨から少しずれてくるのではないかと思われるのですが。
【委員】 

　趣旨はずれてますけど、ただ、そういうものも調査に入れていただければ、よりもっと密度の濃いものになるのかなと思います。
【事務局】
　はい。ご意見として。
【副会長】

　ま、今そういう意見もありましたので、またこれは要するに国から下りてきて、昨年度よりもさらに綿密というか、細かくなっとるわけですね、より実態に則したような調査事項になっているわけです。これはまた、係長おっしゃるように、もっと市で揉むとでしょ。検討されるんでしょ。
【事務局】
　はい、国もこの調査をかなり、半強制ではないですけれども、各保険者に実施を推奨しています。で、調査するだけでなくて、その後回答内容を入力することによって、先ほど言われたような健康調査とちょっと違うかもしれませんが、生活支援ソフトというソフトを準備してまして、そちらを活用することによって、個人ごとの健康状態とかですね、今後の生活に向けてのアドバイスをお一人毎に出力できるようなシステムになっております。これは、もうほとんど実施しなさいという質問項目です。
【副会長】

　分かっとります。実施しなかったらペナルティーを課すぐらいとかね、そういうことを言いよったですから、、それは分かっとりますが、今意見があったようにですね、もういっぺんこう必要な箇所を揉んでいただいてですね、あと加えるものがないかどうか、で、今のご意見のとは別の項目である程度フォローできるかどうかということを精査していただけませんか。
　それと、この在宅要介護者認定者調査はいいとですが、今度の第6期の生活圏域ごとのニーズ調査。国が示しとるこれ、これは非常に今までよりもより具体的で、これを厚労省が全部吸い上げたら全国の一定の基礎調査が出来上がると、いうことになるわけですね。これまでこれほど精密なものは持っていない。だから今後その高齢者施策、あるいは介護事業施策に使いたいという意図があるんだろうと思います。
【事務局】

　そうですね。先ほど生活支援ソフトで個人毎にと申しましたが、国は見える化事業というのを手がけてまして、やはり各保険者が実施したこの調査結果を個人情報の無い形で国に吸い上げようとしています。
【副会長】

　それで緻密な調査事項にはなっておりますが、前回のこの会議で、大島の議論をしたときに、非常に医療費とか、あれが低いやないかと、介護を受ける人がね。そういう議論があって、そしてそれは高齢になっても就労されとるからやという話がありました。それが、ずっと頭の中に残っておりましてね、やっぱり全国で長野県が一番長寿者が多い、それから医療費が全国一低い、あるいは栄養改善の取組みとかが徹底して行われている、そういうことを何回も聞くやないですか。それでですね、この基礎調査も非常に宗像市にとってもね、これに上げるだけじゃなくて、今後の貴重なデータになると思うんですよ。それで、できればですね何か追加できるという話やから、あの7ページのですね、（5）に収入のある仕事ってあるやないですか、これで就労の状態をつかもうとしよるんですけど、大まかにどういう仕事をされとるかぐらいはつかめんですか。何か入れられんですか。
【事務局】
　職種ということですか。
【副会長】

　うん、職種。大まかに、例えば漁業とか農業とか、あるいはサービス業のパートとか。そういうとやったらですね、基礎データとしてつかめるんじゃないか、ある程度。今後のね、そういう気がしたもんですから。
【事務局】
はい。その相関関係は掴める可能性があると。
【副会長】
だからね、ただ週4日行ってます、何に行っておるか分からん。そうじゃなくて、大まかでいいから。
【事務局】

　体を動かす仕事なのか、事務的な仕事なのかとか。
【副会長】

　第1次産業とか、第3次産業とかそういう説明がいるけどね。農業とか漁業とか、サービス業とか、ちょっと検討してください。お願いします。
【事務局】

　はい。
【副会長】

他に何かございませんか。よございますか。そうしましたら、計画策定に向けた実態調査等については、先ほどの委員からのご意見を踏まえて、さらに検討を重ねて、実態調査に入っていただきたいと思います。よろしくお願いします。
○計画策定スケジュール（案）について
【副会長】

それでは次に計画策定スケジュール案について、資料3でお願いします。
《事務局説明》
　

【副会長】

　説明が終わりましたが、このスケジュール案について何かございませんか。皆さんからご意見とかお尋ねがありませんでしょうか。〔特になし〕
ということで、後は調整ですね。
【事務局】 
　そうですね。26年度の第1回の時に調整が終わっていれば、もう少し明らかにできるんじゃないかと。
【副会長】

細かい政省令辺りが出てくる時期が遅れれば遅れるほど、細かい数字が入りにくくなりますね。はい、では特に無ければ、あと委員の先生方とよく調整をしていただきながら事務局は進めていただきたいと思います。
【事務局】

　すみません。あともう１点なんですが、実はこの運営協議会の開催をですね、平日の昼間にさせていただいておるんですが、特に会長のほうから意見がありまして、なかなか昼間仕事を抜け出してくることも難しいのではないかと、それで26年度は昼間の開催ではなくて夜間の7時くらいからの開催を検討してみてはどうかということを会長のほうからいただいておりますので、その辺のところちょっと意見をいただければと思います。

【副会長】

　ということでございますが、委員のみなさまいかがでしょうか。
　今は、保健福祉審議会が夜でしょ。ずっと定例的に夜です。

【事務局】

そうです。忌憚の無い意見をお願いしたい。
【副会長】

今年度は計画策定が入ってくるからかなりハードになってくるんですよね、26年度は。まあ、1時間か2時間以内には終わるようにしていただきたいですけれども、問題ありませんか。皆さんいかがですか。夜でもかまわんですか。基本的に、そしてどうしてもその日に来れないときは欠席という形にならざるを得んと思います。
【事務局】

15人の委員のみなさんが全てお集まりになれる可能性があるところというのはなかなか難しいです。
【副会長】
それではどうですかね。夜の7時くらいから2時間以内でね、ということで基本的にはよございますか。後は日程調整をやるということでよございますかね。　
【事務局】 
　日程調整なんですが、今日そういった夜間でもよろしいということであれば、最低でも山根会長と岡山副会長の都合が良い日平日の夜7時あたりで決めさせていただいて、委員の皆様方にはそれをもって通知さしあげて、ご都合がつかないようであれば、やむを得ませんがご遠慮なさらずご欠席いただくということで。

【委員】

　それだと結局人数集まらなかったら、開催できないでしょ。だから、そういうことじゃなくて、少なくとも皆さんが大体いつごろが良いかというのが分かっていれば、それは適宜調査すればいいんじゃないですか。それと、できれば周知期間が早ければ早いほどいいわけだから、準備があるわけだから、前もって開催日がはっきりしてれば良いんですけどね。調整はするでしょ。
【副会長】

　曜日。だいたいこれは、医師会の副会長さんが会長を代々されてきたんですよね。で、以前は医師会は木曜日の午後は時間が取れていたけれども、今は取れ無くなったんですよね。だからずうっと木曜日の午後でやってきておったんだけども、取れなくなったから、今中村委員がおっしゃったように曜日で決めておくかですよね。

【事務局】
　山根会長は、夜できるのであれば、月曜日か金曜日が大丈夫であるというようなお話はされておられましたが、仮に月曜・金曜で考えたときには、どちらかといえば月曜日ではないかと思いますが。
　あの、そのほかこの曜日は絶対だめだという方は。
【委員】

　私は月曜日はちょっと厳しいです。
【事務局】 

　それでしたら、委員ご提案の、事前に皆様方のご都合を、余裕を持って伺うというような方法でさせていただきます。

【委員】 

　月曜日がコミュニティは休みなんです。唯一休みで、楽しみなんです。
【副会長】

　そしたら、どうするとですか。
【事務局】 

　予定している、最低でも1ヶ月前までに皆様方に（こういう調整すると）。あるいはこのスケジュールを見ていただくとお分かりのように、月一の開催あたり詰まって来ますと、この場で次回はいつをというような打合せを。
【副会長】

　後は作業上の進捗もありますからね。
【委員】

　準備はできるんですか。
【事務局】

　それはもう、なんとも。
【委員】

　だから、この間申し上げたとおり、実際に問題があるわけですから、おそらく大幅に改正しないといけないわけですから、今までどおりのやつをちょっと、鉛筆なめたくらいじゃあだめでしょうから、時間は十分考えてくださいよ。そうしないとあなた方から上がってくるデータがいい加減なものだったら審議しようが無い。もっと突っ込んで死にもの狂いで考えてきてもらわないと困りますよ。
【副会長】
それは、十分対応されると思いますんで、問題はその急に言われても、あるいは、予め曜日を指定するとも適当やないということであれば、1ヶ月前位にですね、コンサルの作業、事務局の作業とも見ながら委員の皆さんの出席可能日を調整すると、それで良いですか。
【事務局】
　日程は日程で事前に調整しまして、資料は資料でなるべく早く１週間くらい前には送るということですね。

【副会長】

　だから、月の初めの頃になる場合もあるし、後ろの方になる場合もある。そして皆さんの都合も聞いてから、そういうことでよろしいですか。
【事務局】

はい、承知しました。そういうことでよろしくお願いいたします。

【副会長】

では、審議事項は終わりました。次に報告事項が１件、地域密着型サービスの指定更新の件ですが。

《事務局説明》
【副会長】

この件は先ほどの地域密着部会で審議をさせていただきまして、事業所の指定更新を認めると。ただ、条件がついております。それは事務局にも伝えております。それから日の里の件はそういうことで、進捗しておりますので、今後機会がありましたら皆様方もごらんいただければと思います。
　それでは、以上報告事項終わりまして、何かその他事務局委員からございますか。

【事務局】

特にございません。

　

５．閉会
　それでは本日予定されておりました審議事項、報告事項が終わりました。これをもちまして、閉会させていただきたいと思います。どうもありがとうございました。
＜会議次第＞


１．開会


２．会長あいさつ


３．議題


（１）審議事項


○高齢者福祉計画・介護保険事業計画について


○計画策定に向けた実態調査等について


○計画策定スケジュール（案）について


　（２）報告事項


　　　　○地域密着型サービス事業所の指定更新について


４．その他　


５．閉会
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